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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 28,312 － 826 53.8 827 50.1 575 65.7
2021年３月期 29,527 △9.7 537 △20.3 551 △23.9 347 △26.5

（注）包括利益 2022年３月期 588百万円 (33.4％） 2021年３月期 441百万円（0.8％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 182.71 － 16.6 8.0 2.9
2021年３月期 110.25 － 11.2 5.6 1.8

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 10,521 3,765 35.0 1,168.75

2021年３月期 10,093 3,318 32.2 1,033.16

（参考）自己資本 2022年３月期 3,681百万円 2021年３月期 3,254百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 149 △21 △300 1,775
2021年３月期 801 △192 △96 1,910

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 45.00 45.00 141 40.8 4.8

2022年３月期 － 0.00 － 47.00 47.00 148 25.7 4.3

2023年３月期（予想） － 0.00 － 47.00 47.00 24.7

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 30,000 6.0 917 11.0 917 10.8 600 4.3 190.49

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用してお
り、2022年３月期の売上高については、当該基準等を適用した後の数値となっており、対前期増減率は記載しておりませ
ん。

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

(注)2022年３月期における１株当たり期末配当金については、45円から47円に変更しております。詳細については、本日
(2022年５月10日)公表いたしました「剰余金の配当に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 3,150,000株 2021年３月期 3,150,000株
②  期末自己株式数 2022年３月期 304株 2021年３月期 304株
③  期中平均株式数 2022年３月期 3,149,696株 2021年３月期 3,149,696株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 27,436 － 781 36.7 771 41.3 532 76.5
2021年３月期 28,941 △9.8 571 △15.6 546 △24.9 301 △37.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期 168.97 －
2021年３月期 95.71 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 10,254 3,568 34.8 1,132.83
2021年３月期 9,839 3,204 32.6 1,017.28

（参考）自己資本 2022年３月期 3,568百万円 2021年３月期 3,204百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  0社  、除外  1社（社名）O’WILL (ASIA) HOLDINGS PTE. LTD.

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当事業年度の期首から適用しており、
2022年３月期の売上高については、当該基準等を適用した後の数値となっており、対前期増減率は記載しておりません。

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての
注意事項等については、添付資料Ｐ４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
（その他）
　決算補足説明資料については、後日当社ホームページ上に掲載しますのでそちらをご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルスワクチン接種の進展などを背景に景気回復の動きが

見られたものの、緊急事態措置並びにまん延防止等重点措置の実施が長期に渡り断続的に行われたことにより、個

人消費は低迷いたしました。また、原油価格や原材料費の高騰に加えて、円安基調が続くとみられており、先行き

不透明な状況が続いております。

当社グループの主力マーケットである食品飲料業界においては、コロナ禍における消費者の行動変容を受け、新

しい生活様式に即した需要の創出や多様化する消費者ニーズへの対応が求められております。各社、ポストコロナ

時代を見据えた事業展開を図っておりますが、物流費や原材料費の高騰など、依然として厳しい経営環境が続いて

おります。

このような状況のもと、当社グループは「お客様に十分ご満足のゆく商品・サービスの提供」を品質方針とし

て、安心かつ安全な商品を提供することを第一に品質管理体制の強化を図り、お客様のニーズに合わせた安定的な

供給の継続及びサービスの向上に努めてまいりました。卸売事業において、既存事業の深耕を図り、主力カテゴリ

ーである農産物加工品や食品副原料の販売数量が前期に比べて大幅に増加いたしました。また、環境ビジネス関連

の大型シーリングファンはコロナ禍においても引き続き需要が高く、好調に推移いたしました。その結果、当連結

会計年度の売上高は、当連結会計年度の売上高は28,312,984千円（前年同期は29,527,372千円）となりました。前

年より減少した理由は収益認識会計基準の適用によるものであります。利益面においては物流費、広告宣伝費及び

貸倒引当金繰入額が増加したものの、主力カテゴリーの農産物加工品や乳及び乳製品、大型シーリングファンの売

上総利益が増加したことにより、営業利益は826,264千円（前期比53.8％増）、経常利益は827,473千円（前期比

50.1％増）となりました。海外子会社の清算による為替換算調整勘定取崩益を計上したことにより、税金等調整前

当期純利益は850,101千円（前期比56.3％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は575,491千円（前期比65.7％

増）となりました。

また、総資産は10,521,483千円（前期末比4.2％増）、純資産は3,765,188千円（前期末比13.5％増）となり、自

己資本比率は35.0％となりました。

セグメント別の状況は次のとおりであります。

＜卸売事業＞

当連結会計年度の清涼飲料市場は、新型コロナウイルスの感染者数が一時減少に転じ、人流が増加したことか

ら回復傾向で推移したものの、夏場の天候不順や変異株の感染再拡大などの影響を受け、出荷数量は微増に留ま

りました。生活様式や食シーンが多様化したことにより、従来の商品・チャネル戦略の継続が難しいブランドも

あり、メーカー各社はビジネスモデルの転換が求められております。加えて、原材料費や物流費の高騰により仕

入価格が上昇し続けていることから、販売価格の転嫁が必要になるなど、厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、取引先の多様なニーズに対応すべく、国内外から安全で安心な原材

料・資材を確保し、安定供給体制の維持に努めてまいりました。非対面での営業活動が中心となったものの、既

存取引先に対して質の高いサービスの提供を継続してまいりました。また、新規商材の発掘・提案にも積極的に

取り組み、取引先の拡大や利益率改善を図ってまいりました。主力カテゴリーである茶類や果汁などの農産物加

工品、ビタミンＣなどの食品副原料の販売数量が前年同期に比べ大幅に回復いたしました。また、環境ビジネス

関連の大型シーリングファンは、換気効果があり、コロナ対策や熱中症対策など、労働環境の改善が図れること

から、物流倉庫や商業施設における需要が増加し、好調に推移いたしました。その結果、卸売事業の売上高は

28,237,836千円（前年同期は29,515,205千円）となりました。

＜製造販売事業＞

当連結会計年度におけるアイスクリーム市場は、新型コロナウイルス感染症の影響による内食需要が依然とし

て高く、スーパーマーケット向けの販売は好調に推移いたしました。また、外出自粛が緩和されたことにより、

外食店向けの業務用アイスクリームの需要は改善の兆しがみられました。メーカー各社は新たな需要に応じた商

品開発を推し進めておりますが、原材料費などの製造コストや物流費の高騰が続いており、収益確保が難しい状

況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、安心かつ安全な商品の提供を第一に、素材本来の味・香り・色をそ

のまま表現できるアイスクリームの開発に注力し、ＮＢ商品の販売強化ならびに取引先のニーズに合ったＰＢ商

品の提供に努めてまいりました。新規顧客先からの受注に加えて、コロナ禍で落ち込んだ主要顧客先からの注文

が大幅に回復したことにより、業務用バルクアイスや大手小売店向けのＰＢ商品のカップアイスは好調に推移い

たしました。以上の結果、製造販売事業の売上高は654,922千円（前年同期は473,339千円）となりました。

（注）セグメントの売上高には、セグメント間の取引を含んでおります。
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第32期

2018年３月期

第33期

2019年３月期

第34期

2020年３月期

第35期

2021年３月期

第36期

2022年３月期

 自己資本比率（％） 20.3 23.6 31.2 32.2 35.0

 時価ベースの自己資本比率

（％）
38.5 31.9 31.2 32.6 33.5

 キャッシュ・フロー対有利子

 負債比率（％）
－ 212.0 － 289.7 1,313.6

 インタレスト・カバレッジ・

 レシオ（倍）
－ 88.6 － 89.9 20.1

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における流動資産は、主に売掛金、商品及び製品、未着商品の増加により9,072,067千円

（前期末比5.7％増）になりました。また固定資産は、投資有価証券の時価が前期に比べ下落したことにより

1,449,416千円（前期末比4.2％減）になり、この結果、当連結会計年度末における資産は10,521,483千円（前期

末比4.2％増）となりました。

（負債）

当連結会計年度末における流動負債は、主に買掛金、未払法人税等の増加により、5,310,599千円（前期末比

2.3％増）となりました。また固定負債は、主に長期借入金の減少により1,445,695千円（前期末比8.6％減）と

なりました。この結果、当連結会計年度末における負債は6,756,295千円（前期末比0.3％減）となりました。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は、主に利益剰余金の増加により、3,765,188千円（前期末比13.5％増）と

なりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,775,813千円（前期末比7.0％

減）となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、149,523千円（前期比81.3％減）となりました。主な増加要因は、税金等調

整前当期純利益850,101千円、仕入債務の増加246,968千円によるものであります。一方で、主な減少要因は、売

上債権の増加213,669千円、棚卸資産の増加357,920千円、前受金の減少183,508千円、法人税等の支払額166,686

千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、21,272千円（前期比89.0％減）となりました。これは主に有形固定資産の取

得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、300,219千円（前期比211.1％増）となりました。これは主に長期借入金の返

済による支出によるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

※　自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数により算出しております。

２．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを使用しております。有利子負債は連結貸借対照表に計

上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いについて

は、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

- 3 -

オーウイル㈱(3143)2022年3月期決算短信〔日本基準〕(連結)



３．第32期及び第34期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオについ

ては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載しておりません。

（４）今後の見通し

今後のわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大の影響に加え、ウクライナ情勢を含む地政学リスクや原油等

の資源価格の高騰など、依然として不透明感が強く、本格的な回復には一定程度の時間を要するものと考えられま

す。また、少子高齢化による国内市場の縮小や新興国市場の成長鈍化が経済全体に与える影響も大きく、企業は収

益構造の転換を迫られており、今後の重要な課題となっております。一方で、当社が主に事業を行う食品飲料業界

においては、食品原料流通の国際化が加速していることに加え、新興国の食糧需要増加や異常気象等の気候変動に

よる農産物の需給バランスに変化が生じるなど、食品原料の調達は激しさを増していくと思われます。また、国内

だけでは完結できない地球環境に配慮した様々な取り組みなど、社会的な課題にも対応を求められております。

このような状況下、当社グループは国内外の市場動向や消費者のニーズの変化を迅速に捉え、食の安全性の確保

と安定供給の継続を第一に、顧客サービスの充実を図り、既存事業の更なる深耕と新規事業の開発と拡大に注力し

てまいります。2023年３月期におきましては、事業構造の見直しと社内基盤の更なる強化を図り、グループ戦略と

して、既存収益基盤事業、成長ドライバー事業、新規事業、関係会社事業の確立を図るとともに、積極的な人材投

資等を踏まえて年度予算を策定しております。2023年３月期通期の業績見通しにつきましては、売上高30,000,000

千円（当年同期比6.0％増）、営業利益917,000千円（当年同期比11.0％増）、経常利益917,000千円（当年同期比

10.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益600,000千円（当年同期比4.3％増）を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、株主への利益還元を経営の重要課題と位置づけており、業績の伸長に沿った適正な利益配分の

継続と安定的な配当水準の維持を基本方針としております。

当期の配当金は、本日公表いたしました「剰余金の配当に関するお知らせ」のとおり、１株当たり47円を予定し

ております。なお、次期の配当につきましても、上記の方針を踏まえ、１株につき47円の年間配当金とする予定で

あります。
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２．企業集団の状況

当社グループは、オーウイル株式会社（当社）及び子会社である株式会社サンオーネスト、並びに海外子会社の

J.S.O'will,Inc.にて構成されており、その主な事業内容は以下の通りであります。

① 卸売事業

食品、飲料の製造や保存・加工などに使用するビタミン類、食品添加物、殺菌乳、農産物加工品等の原料や窒素、

珪藻土等の資材を国内外より調達して取引先に販売するほか、物流倉庫などの大型施設にシーリングファンの販売を

行っております。また、米国子会社においては、業務用ヒーターを扱っております。

② 製造販売事業

子会社の株式会社サンオーネストにて、アイスクリームの製造・販売を行っております。

[事業系統図]

当社グループの事業内容を系統図によって示すと、次のとおりであります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

いため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,910,313 1,775,813

受取手形 85,350 87,066

売掛金 3,954,608 4,184,037

商品及び製品 1,435,627 1,506,790

未着商品 793,496 1,060,078

原材料及び貯蔵品 27,770 51,912

前渡金 193,145 234,168

未収入金 102,690 122,173

関係会社短期貸付金 30,000 30,000

その他 52,877 66,592

貸倒引当金 △4,600 △46,565

流動資産合計 8,581,279 9,072,067

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 515,134 517,903

減価償却累計額 △212,595 △217,008

建物及び構築物（純額） 302,538 300,894

機械及び装置 92,674 95,342

減価償却累計額 △55,078 △63,335

機械及び装置（純額） 37,595 32,007

車両運搬具 20,503 31,430

減価償却累計額 △20,239 △22,689

車両運搬具（純額） 264 8,741

工具、器具及び備品 137,677 139,355

減価償却累計額 △107,659 △113,082

工具、器具及び備品（純額） 30,018 26,273

土地 9,000 9,000

リース資産 144,268 －

減価償却累計額 △123,380 －

リース資産（純額） 20,888 －

有形固定資産合計 400,305 376,916

無形固定資産

ソフトウエア 1,933 2,436

その他 1,638 1,638

無形固定資産合計 3,572 4,075

投資その他の資産

投資有価証券 665,285 619,942

関係会社長期貸付金 120,000 120,000

ゴルフ会員権 162,300 162,300

差入保証金 121,781 125,496

繰延税金資産 10,213 11,718

その他 28,967 28,967

投資その他の資産合計 1,108,548 1,068,424

固定資産合計 1,512,426 1,449,416

資産合計 10,093,705 10,521,483

４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,815,883 4,071,470

１年内返済予定の長期借入金 792,405 764,608

リース債務 9,143 －

未払金 159,238 171,923

未払法人税等 82,962 163,851

前受金 191,400 7,891

賞与引当金 43,712 44,004

その他 98,732 86,850

流動負債合計 5,193,476 5,310,599

固定負債

長期借入金 1,498,213 1,376,909

リース債務 20,419 －

繰延税金負債 61,791 57,394

資産除去債務 1,723 10,658

その他 － 732

固定負債合計 1,582,148 1,445,695

負債合計 6,775,625 6,756,295

純資産の部

株主資本

資本金 363,387 363,387

資本剰余金 292,475 292,475

利益剰余金 2,278,850 2,712,605

自己株式 △259 △259

株主資本合計 2,934,453 3,368,209

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 281,087 249,627

繰延ヘッジ損益 7,726 12,659

為替換算調整勘定 30,882 50,714

その他の包括利益累計額合計 319,696 313,001

非支配株主持分 63,930 83,977

純資産合計 3,318,080 3,765,188

負債純資産合計 10,093,705 10,521,483
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 29,527,372 28,312,984

売上原価 26,871,932 25,329,457

売上総利益 2,655,440 2,983,527

販売費及び一般管理費 2,118,059 2,157,262

営業利益 537,380 826,264

営業外収益

受取利息 343 821

受取配当金 8,486 8,602

受取手数料 6,327 6,327

受取補償金 1,918 4,663

補助金収入 39,459 10,456

その他 2,868 5,703

営業外収益合計 59,403 36,574

営業外費用

支払利息 8,811 7,948

為替差損 35,307 26,727

支払補償費 807 573

その他 568 115

営業外費用合計 45,494 35,365

経常利益 551,289 827,473

特別利益

固定資産売却益 57 3,096

投資有価証券売却益 4,071 －

リース債務解約益 － 6,305

為替換算調整勘定取崩益 － 13,226

特別利益合計 4,129 22,628

特別損失

減損損失 11,491 －

特別損失合計 11,491 －

税金等調整前当期純利益 543,927 850,101

法人税、住民税及び事業税 195,825 256,413

法人税等調整額 △8,848 6,629

法人税等合計 186,977 263,043

当期純利益 356,949 587,058

非支配株主に帰属する当期純利益 9,710 11,566

親会社株主に帰属する当期純利益 347,238 575,491

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 356,949 587,058

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 71,407 △31,459

繰延ヘッジ損益 6,157 4,933

為替換算調整勘定 6,895 28,312

その他の包括利益合計 84,460 1,785

包括利益 441,410 588,844

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 430,226 568,797

非支配株主に係る包括利益 11,183 20,047

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 363,387 292,475 2,073,348 △259 2,728,951

当期変動額

剰余金の配当 △141,736 △141,736

親会社株主に帰属する当期
純利益

347,238 347,238

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－

当期変動額合計 － － 205,502 － 205,502

当期末残高 363,387 292,475 2,278,850 △259 2,934,453

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘
定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 209,679 1,568 25,459 236,708 52,747 3,018,406

当期変動額

剰余金の配当 △141,736

親会社株主に帰属する当期
純利益

347,238

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

71,407 6,157 5,423 82,988 11,183 94,171

当期変動額合計 71,407 6,157 5,423 82,988 11,183 299,673

当期末残高 281,087 7,726 30,882 319,696 63,930 3,318,080

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 363,387 292,475 2,278,850 △259 2,934,453

当期変動額

剰余金の配当 △141,736 △141,736

親会社株主に帰属する当期
純利益

575,491 575,491

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－

当期変動額合計 － － 433,755 － 433,755

当期末残高 363,387 292,475 2,712,605 △259 3,368,209

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘
定

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 281,087 7,726 30,882 319,696 63,930 3,318,080

当期変動額

剰余金の配当 △141,736

親会社株主に帰属する当期
純利益

575,491

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△31,459 4,933 19,831 △6,694 20,047 13,352

当期変動額合計 △31,459 4,933 19,831 △6,694 20,047 447,108

当期末残高 249,627 12,659 50,714 313,001 83,977 3,765,188

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 543,927 850,101

減価償却費 47,016 43,023

貸倒引当金の増減額（△は減少） △313 41,957

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,304 291

受取利息及び受取配当金 △8,830 △9,423

支払利息 8,811 7,948

減損損失 11,491 －

為替差損益（△は益） △5,422 △11,247

固定資産売却益 △57 △3,096

リース債務解約益 － △6,305

在外子会社清算に伴う為替換算調整勘定取崩益 － △13,226

売上債権の増減額（△は増加） 367,463 △213,669

棚卸資産の増減額（△は増加） 35,925 △357,920

未収入金の増減額（△は増加） △30,120 △19,482

前渡金の増減額（△は増加） △181,159 △39,832

仕入債務の増減額（△は減少） 97,490 246,968

未払金の増減額（△は減少） 5,590 12,194

前受金の増減額（△は減少） 191,400 △183,508

その他 △28,906 △29,135

小計 1,055,610 315,637

利息及び配当金の受取額 8,608 8,673

利息の支払額 △8,909 △8,101

法人税等の支払額 △254,291 △166,686

営業活動によるキャッシュ・フロー 801,017 149,523

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △25,127 △21,765

有形固定資産の売却による収入 57 3,405

無形固定資産の取得による支出 △1,010 △1,745

投資有価証券の売却による収入 6,682 －

関係会社株式の取得による支出 △20,000 －

貸付けによる支出 △150,000 －

差入保証金の差入による支出 △4,010 △1,314

差入保証金の回収による収入 465 146

投資活動によるキャッシュ・フロー △192,943 △21,272

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 990,000 700,000

長期借入金の返済による支出 △935,267 △849,101

リース債務の返済による支出 △9,489 △9,143

配当金の支払額 △141,739 △141,975

財務活動によるキャッシュ・フロー △96,496 △300,219

現金及び現金同等物に係る換算差額 13,054 37,468

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 524,631 △134,500

現金及び現金同等物の期首残高 1,385,681 1,910,313

現金及び現金同等物の期末残高 1,910,313 1,775,813

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交

換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、顧客との約束が財又はサービスを

他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である場合には、代理人として純額で収益を認識しておりま

す。また、有償支給取引について、従来は、有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い

戻す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

　この結果、従前の会計処理と比較して、当連結会計年度の売上高及び売上原価は2,652,700千円減少し、「原材料及び

貯蔵品」及び流動負債の「その他」がそれぞれ30,028千円増加しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っておりま

すが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10

号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を将来

にわたって適用しております。

　これによる、連結財務諸表に与える影響はありません。
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区分 主要商品又は事業内容

卸売事業 飲料・食品の製造用原料及び製品（ビタミン類、食品添加物、殺菌乳、

農産物加工品、飲料製品等）、排水浄化プラント、大型シーリングファ

ン、業務用ヒーター等の国内販売及び輸出入取引

製造販売事業 アイスクリーム等の製造・販売

（単位：千円）

報告セグメント

調整額

(注)２

連結財務

諸表計上

額

(注)３

卸売事業
製造販売

事 業
計

売上高

外部顧客への売上高 29,356,824 170,548 29,527,372 － 29,527,372

セグメント間の内部売上

高又は振替高
158,380 302,791 461,172 △461,172 －

計 29,515,205 473,339 29,988,545 △461,172 29,527,372

セグメント利益又は損失

(△)
629,200 △91,224 537,975 △595 537,380

セグメント資産 10,024,360 512,932 10,537,292 △443,587 10,093,705

その他の項目

減価償却費 17,724 29,291 47,016 － 47,016

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
13,161 12,379 25,541 － 25,541

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは事業内容及び市場の類似性を考慮し、下記の２つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメント間の取引は、一般的な商取引と同様の条件で行っております。

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計処理の原

則及び手続に準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

　セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

　（会計方針の変更）に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に関

する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益または損失の算定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法と比べて、当連結会計年度の「卸売事業」の売上高は2,652,700千円減少してお

ります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額

(注)２

連結財務

諸表計上

額

(注)３

卸売事業
製造販売

事 業
計

売上高

外部顧客への売上高 28,019,488 293,495 28,312,984 － 28,312,984

セグメント間の内部売上

高又は振替高
218,347 361,427 579,775 △579,775 －

計 28,237,836 654,922 28,892,759 △579,775 28,312,984

セグメント利益又は損失

(△)
845,291 △10,822 834,469 △8,205 826,264

セグメント資産 10,486,125 744,504 11,230,630 △709,146 10,521,483

その他の項目

減価償却費 15,294 27,729 43,023 － 43,023

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
17,059 6,672 23,732 － 23,732

前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント間取引消去 △595 △8,205

合　計 △595 △8,205

前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント間取引消去 △443,587 △709,146

合　計 △443,587 △709,146

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

　　　１．調整額の内容は以下のとおりであります。

　　　　セグメント利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

セグメント資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　　　２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社伊藤園 5,904,096  卸売事業

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社伊藤園 6,005,437  卸売事業

（単位：千円）

卸売事業 製造販売事業 全社・消去 合計

減損損失 11,491 － － 11,491

【関連情報】

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の開示をしているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

　                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の開示をしているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

　                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年４月１日  至　2021年３月31日）

当連結会計年度（自　2021年４月１日  至　2022年３月31日）

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】
該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産額 1,033.16円 1,168.75円

１株当たり当期純利益金額 110.25円 182.71円

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
至　2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 347,238 575,491

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

金額（千円）
347,238 575,491

期中平均株式数（株） 3,149,696 3,149,696

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,604,609 1,228,923

受取手形 85,350 87,066

売掛金 3,950,977 4,117,893

商品及び製品 1,229,785 1,483,655

未着商品 867,852 1,087,402

原材料 － 30,028

前渡金 193,145 219,624

前払費用 29,970 29,069

関係会社短期貸付金 116,200 30,000

未収入金 105,062 155,117

為替予約 11,136 18,246

その他 4,570 9,286

貸倒引当金 △4,200 △46,565

流動資産合計 8,194,460 8,449,748

固定資産

有形固定資産

建物 138,300 133,480

減価償却累計額 △95,676 △92,576

建物（純額） 42,624 40,904

機械及び装置 16,680 16,680

減価償却累計額 △11,687 △13,115

機械及び装置（純額） 4,992 3,564

車両運搬具 12,032 12,032

減価償却累計額 △12,032 △12,032

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 67,231 69,744

減価償却累計額 △42,183 △47,557

工具、器具及び備品（純額） 25,047 22,186

土地 9,000 9,000

有形固定資産合計 81,664 75,655

無形固定資産

ソフトウエア 1,316 841

その他 1,158 1,158

無形固定資産合計 2,475 2,000

投資その他の資産

投資有価証券 645,285 599,942

関係会社株式 227,943 154,424

関係会社長期貸付金 388,200 670,000

ゴルフ会員権 162,300 162,300

差入保証金 107,998 111,311

その他 28,967 28,967

投資その他の資産合計 1,560,694 1,726,945

固定資産合計 1,644,834 1,804,601

資産合計 9,839,295 10,254,349

５．個別財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,776,735 4,099,233

１年内返済予定の長期借入金 778,965 751,168

未払金 149,094 158,068

未払費用 10,706 9,318

未払法人税等 82,665 163,555

前受金 191,400 7,891

預り金 14,285 14,987

賞与引当金 43,712 44,004

関係会社清算損失引当金 23,322 －

その他 54,704 41,509

流動負債合計 5,125,591 5,289,736

固定負債

長期借入金 1,478,373 1,370,509

繰延税金負債 29,479 25,088

資産除去債務 1,723 947

固定負債合計 1,509,575 1,396,545

負債合計 6,635,167 6,686,281

純資産の部

株主資本

資本金 363,387 363,387

資本剰余金

資本準備金 288,387 288,387

資本剰余金合計 288,387 288,387

利益剰余金

利益準備金 2,465 2,465

その他利益剰余金

別途積立金 50,000 50,000

繰越利益剰余金 2,211,333 2,601,799

利益剰余金合計 2,263,798 2,654,264

自己株式 △259 △259

株主資本合計 2,915,313 3,305,780

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 281,087 249,627

繰延ヘッジ損益 7,726 12,659

評価・換算差額等合計 288,813 262,287

純資産合計 3,204,127 3,568,067

負債純資産合計 9,839,295 10,254,349
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（単位：千円）

前事業年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当事業年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 28,941,920 27,436,591

売上原価

商品期首棚卸高 1,611,013 1,229,785

当期商品仕入高 26,090,682 25,002,518

合計 27,701,695 26,232,303

商品期末棚卸高 1,229,785 1,483,655

商品売上原価 26,471,910 24,748,648

売上総利益 2,470,010 2,687,942

販売費及び一般管理費 1,898,158 1,906,277

営業利益 571,852 781,665

営業外収益

受取利息 2,780 2,047

受取配当金 8,486 8,602

受取手数料 6,327 6,327

受取補償金 1,411 4,654

その他 2,350 1,577

営業外収益合計 21,356 23,209

営業外費用

支払利息 7,265 6,804

為替差損 38,834 25,810

支払補償費 780 573

その他 17 2

営業外費用合計 46,897 33,191

経常利益 546,311 771,683

特別利益

投資有価証券売却益 4,071 －

固定資産売却益 － 3,096

関係会社清算益 － 2,947

特別利益合計 4,071 6,044

特別損失

減損損失 11,491 －

関係会社株式評価損 96,652 －

特別損失合計 108,143 －

税引前当期純利益 442,239 777,727

法人税、住民税及び事業税 176,618 238,208

法人税等調整額 △35,828 7,316

法人税等合計 140,789 245,525

当期純利益 301,449 532,202

（２）損益計算書
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（単位：千円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 363,387 288,387 288,387 2,465 50,000 2,051,620 2,104,085 △259 2,755,600

当期変動額

剰余金の配当 △141,736 △141,736 △141,736

当期純利益 301,449 301,449 301,449

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

－

当期変動額合計 － － － － － 159,713 159,713 － 159,713

当期末残高 363,387 288,387 288,387 2,465 50,000 2,211,333 2,263,798 △259 2,915,313

評価・換算差額等

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

当期首残高 209,679 1,568 211,248 2,966,848

当期変動額

剰余金の配当 △141,736

当期純利益 301,449

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

71,407 6,157 77,565 77,565

当期変動額合計 71,407 6,157 77,565 237,278

当期末残高 281,087 7,726 288,813 3,204,127

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

当期首残高 363,387 288,387 288,387 2,465 50,000 2,211,333 2,263,798 △259 2,915,313

当期変動額

剰余金の配当 △141,736 △141,736 △141,736

当期純利益 532,202 532,202 532,202

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

－

当期変動額合計 － － － － － 390,466 390,466 － 390,466

当期末残高 363,387 288,387 288,387 2,465 50,000 2,601,799 2,654,264 △259 3,305,780

評価・換算差額等

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

当期首残高 281,087 7,726 288,813 3,204,127

当期変動額

剰余金の配当 △141,736

当期純利益 532,202

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△31,459 4,933 △26,526 △26,526

当期変動額合計 △31,459 4,933 △26,526 363,940

当期末残高 249,627 12,659 262,287 3,568,067

当事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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